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The Deep Fountain
+幸せをさがすあなたへ

越えがない死の影、うつ病から抜け出す道

いったいなぜこういうことが？

2002～2007年18才未満の学業ストレスうつ病精神障害患者88.7%急増(2008年、

ヨンセ大セブランス病院ソン・ドンホ教授チーム)、病的な衝動調節障害者が5年間に143%増加、原因が分からない人格障害者121.4%増加(2008年、国民健康保険公団、人格障害者現況)、国内青少年10人中6人は、一回以上自殺を考えてみたことがあり、10人中1人は、実際に自殺を試み(2008年、韓国青少年相談員)、昨年、自殺で死亡した人は1万 2,174人で、一日に33.4人の割合で自殺(2008年、統計庁)、2007年、病院で精神疾患で診断された会社員が35万 4,221人で、会社員精神科治療者が8年間に2～3倍に増加しました(2008,国民健康保険公団)。過去5年間、韓国の平均自殺死亡率は、経済協力開発機構(OECD)の国家の中1位で現れて、自殺が死亡原因4位まで上昇しました(2008.9.9スポーツソウル)。小中高生の自殺者も過去5年間、1.4倍で増えました(2008年、教育科学技術部)。有名芸能人の自殺後、模倣自殺(ペルテル効果)が倍に増加し(2008年、保健福祉家族委員会)、うつ病と離婚が、代表的な自殺環境として現れました。世界保健機構(WHO)は、2020年の最も重要な疾患の1位に、うつ病を指定しました。教育も科学も文化も発展するのに、いったいなぜこうしたことが急増するのでしょうか?

はたして解決策はあるのでしょうか？

人にはうれしい感情もあって、悲しい感情もあります。ところで、悲しい感情の支配を受けるうつ病は、人間の生活全体を、あっという間に崩してしまう威力を持った、とても危険な疾患です。うつ病には、一つ感情が続く陽性のうつ病と2種類の感情がずっと反復する両極性うつ病(そううつ病)があります。うつ病になった人々の共通の特徴は「私はだめだ!　私は一人だ!　世の中に信じる人はいない!」という自分のくびきに閉じ込められて、悲観的な生活を送るようになることです。現在、出てきているうつ病の治療は、おもに薬品治療、精神治療、認知治療、人間関係治療などがありますが、うつ病はさらに深刻な社会問題になっていきつつあります。うつ病の開始は、いったいどこであり、解決策はあるのでしょうか。魚は水の中に生きていてこそいのちが維持でき、鳥は空を飛ぶ時にはじめて、自由を味わい、木は地面に根をおろす時、いのちとあわせて実を結ぶように、人間は神様とともにいる時、真に幸せになる存在として創造されました。ところが、人間が目に見えないサタンの策略に陥って、神様を離れた後、耐えられない悲しみと空虚、混とんと暗やみが訪れたと聖書は話しています。サタンの手から抜け出ることができないかぎり、この不幸は止められることも、防ぐこともできません。それで、神様が約束してくださいました。「神は、実に、そのひとり子（イエス・キリスト）をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子（イエス・キリスト）を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」(ヨハネの福音書3:16)「…悪魔は初めから罪を犯しているからです。神の子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです。」(ヨハネの手紙第一3:8)イエス・キリストを通してサタンの手から抜け出すその日、あなたはうつ病から永遠に解放されるようになります(ローマ人への手紙8:1～2)。
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+The Leader’s Time　　　　

65億のたましいが待つ重職者
今世界の現実は… ●　現在、世界65億の人口は、ただ一つだけを分からない、理由も知らない苦しみにあいながら、その苦しみに答えを与える人を待っています。10億人は飢餓でさまよっており、7,800万人の難民が全世界に散って苦しんでいます。勉強をあきらめて、路上をさまよう青少年が、世界の路地裏ごとに、いっぱいになっています。不思議に、未来の責任を負うべき青少年の堕落と麻薬、犯罪と自殺は急増しています。むしろ、先進国では青少年の麻薬問題が、未来問題、社会問題の1位にのぼりました。それだけでなく、世界の教会、宣教現場の問題はさらに深刻です。教会の信徒は、一週間にやっと一度、礼拝堂にきて礼拝をささげるのですが、恵みも受けられず、表面の姿だけが信徒であるだけで、喜びと真の幸せを味わうことができないでいます。だから、内的に無力で、疲れた状態に陥っています。自然に教会の中にはねたみや紛争が多くなって、人間主義と律法主義で互いに非難して罪に定めながら、不健全な神秘主義に陥って、むしろ教会が社会の公害として台頭しています。結局は、経済問題に陥り、未信者よりも劣る生活を送りながら、非難の対象になっています。もちろん、仕事がよくできる人も多く、本も多いのです。ところが、人間の本当に問題を確かに知らせて、その苦しみに答えをあたえる人は少ないのです。この時、神様が福音の唯一性を分かる神様の子ども、重職者を呼ばれました。

私の心に抱いて伝えなければならない奥義　●　この時代に神様のしもべとして召された牧師、宣教師は、成功しても堂々と神様の恵みでして、飢え死んでもきよく死ぬことができなければなりません。教会の重職者、職分者が恵みを受けなければ、教会を生かせません。自分が死んでいくのに、どのように世界福音化をするのでしょうか。教会の柱である重職者が生きてこそ、次世代も生かされ、教会の未来も生かされ、世界も生かせるようになります。それなら、重職者は心に込めなければならないのでしょうか。最初に、伝道と宣教の時刻表の中に入らなければなりません。定刻・常時・礼拝祈りを通して人生の時刻表を見るように手助けして、神様のみことばを握って集中祈りをしながら現場の時刻表を見て、自分の問題を持って深い祈りの中に入って、神様が準備された未来の時刻表を見なければなりません。二つ目、具体的に聖霊の導きを受ける神様の道しるべの中に入らなければなりません。聖書と教会史・歴史を見れば、メシヤ(キリスト)の契約が回復する時ごとに神様のみわざが起きて、のがす時ごとに問題が起きました。それは、メシヤ(キリスト)の契約が時代を生かすは道しるべだということでしょう。それで、重職者は、キリストだけが人生の真の解答であることを告白して、インマヌエルを体験しながら、地域と全世界を生かす証人として立たなければなりません。三つ目、神様が最も望んでおられる所、最も必要とされる所に、重職者が立って地教会を通して現場を生かし、崩れていく次世代を生かしながら、暗やみの勢力を防いで、神様の国が臨むようにすべきです。これが重職者の最も重要な使命です。
伝道者の祈り
神様に感謝します。
イエス・キリストが十字架で私たちのすべての問題を完了してくださったことを感謝します。心配するかわりに、聖霊の導きを受けるようにさせてください。弱さのかわりに聖霊に満たされるようにさせてください。まさにこの時間に、目に見えない聖霊の働きが起きて、私が行くべきすべての場所に、主のみ使いを先に送ってください。今日も神様の真の時間表を見て、導かれ、神様の国が成される真の喜びと真の幸せを回復させてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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+今週の黙想
幸せを味わい・喜びを味わい・祝福を味わう　時刻表
夢を持った者の力　☆　東亜日報にチョン・ソンヒ氏が書いた「ジョアン・ローリングの力」という記事が目につきました。お金がなくて、コーヒーで片手で乳母車を押しながら、もう一方で原稿用紙を埋めた離婚のした女性が<ハリーポッター>という連作小説一つで、英国の女王よりさらに裕福な女性になったということです。昨年の1年間で3億ドル(約367億円)を稼いで、今まで10年間でハリーポッターの売上額がサムソン電子の半導体輸出総額より多かったのです。6月に米国ハーバード大学の名誉博士学位を受ける位置に立って、彼女は「世の中を変えるのは魔法が分かることだ。私たちの想像力」と言いました。成功者は成功者の夢を見て、失敗者は自分も知らない間に失敗者の夢を見ます。ただ、この差だけなのです。創世記37章19節にも、ヨセフの兄たちはヨセフを見て「彼らは互いに言った。『見ろ。あの夢見る者がやって来る』」と話したのですが、ヨセフは夢のとおり成功して、ヨセフの兄たちは、彼らの言葉どおり失敗しました。夢を持った者、希望とビジョンを持った人は、道しるべを知っている人です。

夢を持った者の道しるべ　☆　私は祈りで毎日、ビジョントリップを続けています。世界福音化のための1千万弟子、民族福音化のための40万弟子が起きるビジョンを毎日描きます。その時、神様は世界福音化する20の戦略を答えで分かるようにされて、引続きメッセージの祝福をくださいました。さらに感謝することは、行く所ごとに続けて伝道者を付けてくださいました。

私の伝道、私の祈り、私の現場、私のフォーラム(メッセージ)を持つ前に、個人の立場に合う伝道企画(図表)をしなければなりません。そのようにすれば、聖霊の導きを正確に受けるようになって、ますます教会は強固になります。それなら、どのように道しるべを探せるのでしょうか。最初に、聖霊にあって祈りで道を探さなければなりません。祈りは、神様の幸せを味わう規律の道しるべです。定刻の祈りで、幸せを味わって、常時祈りで24時の祝福を味わって、礼拝祈りを通して神様がくださる答えを味わうようになります。二つ目、聖霊にあって、みことばで道を探さなければなりません。みことばは、私たちに最も大きい喜びを味わわせる案内です。「主のみことばは、私の足のともしび、私の道の光です」(詩篇119:105)と言われています。現在どこまで答えがきたかを知って、その次に来るみことばを答えで握れば、正確に聖霊の導きを受けるようになります。それで、みことばの流れをのがしてはいけません。三つ目、聖霊にあって伝道するため道を探さなければなりません。伝道は聖霊にあってすべての答えをを受ける道しるべで、神様のすべての祝福が備えられた道しるべです。歩みごとに、キリストの光が臨む神の国の祝福を味わうようになって、20の伝道戦略が唯一性の答えの中で成就します。また、ローマ16:25～27節の祝福の中に案内されるようになって、レムナントと共同体を通して、皆さんが一言も地に落ちない答えを味わいながら、世界を生かす祝福(OMC)を受けるようになります。その道しるべを成し遂げる最も重要な開始はどこにあるかというと、神様が私とともにおられる力、正しいインマヌエルの方法を毎日味わうということです。イエス・キリストは、すでに十字架ですべてのことを、みな成し遂げられたためです。「完了した！」(ヨハネ19:30)

説教_柳光洙牧師、整理_チャ・ドンホ牧師

毎日、毎日の答えの泉
1 3日(月)
私にくださった神様の第2使命(使徒1:8)
私たちの目的は成功でなく世界福音化です。これはただ聖霊の満たしと、その中に立って出る唯一性で可能です。福音と契約の情念を持って、インマヌエルを味わいながら、いつもかならず必要なのを探して、深い祈りの奥義を味わえば、すべての門が開かれます。

１4日（火）
福音が荷物になる時(マタイ24:14)
パウロは、福音にすばらしい使命的負担を感じたのですが、福音を深く分かれば分かるほど、負担ではなく、幸せであることを知って、ローマ福音化に命をかけるようになります。福音は、すべての問題の解決の鍵です。この福音をすべての民族に伝えることが、最も大きい祝福です。

1 5日（水）
弟子の目(マタイ4:18～25)
弟子は内面を見ることを知っている人です。基本的にインマヌエルを味わって、弟子の生活を送りながら、他の人にもインマヌエルの祝福を実際に味わえるように助けるべきです。事件と世の中の成功、環境を越える弟子をすべての地域に立てる時、暗やみは崩れます。

1 6日(木)
あなたがたは世のものではありません(ヨハネ15:18～27)
伝道者が世の中で嫌われて、苦難を受ける時、その中には必ず祝福が隠されています。むしろ、聖霊の働きで、私たちを迫害して難しくさせる人を生かせます。天に属すキリストの兵士として、天の御座の祝福と霊的権威を味わえば良いのです。

1 7日(金)
見えなかったことを見たペテロ(使徒3:1～12)
定刻の祈りを回復すれば、自分自身を見る目が開き、神様がともにおられることを実際的に味わうようになります。それを知って、イエス・キリストを宣言する時、かならず神様の働きは起きて、証人をたてて全世界を生かす答えを受けるようになります。

1 8日(土)
福音にあって3つのことを味わいなさい(Ｉペテロ2:9)
私は神様の子どもで、福音運動の主役だというアイデンティティーを知って、唯一性の生活を送らなければなりません。今日という時間を味わって、重要なことを実践しながら、遠くまで見通して習慣を変え、成功体質にして、私たちの運命を変える人生を味わわなければなりません。

週間メッセージ
産業宣教┃幼児・小学生日曜学校(Ⅱテモテ3:14～17)
伝道学┃ゲーム中毒(Ｉサムエル2:22)
核心訓練┃700年時代を越えた重職者(使徒11:19～30)
聖日１部┃十字架にかかられたイエス・キリスト(ヨハネ19:17～30)
聖日2部┃神様の道しるべ(使徒16:6～10)
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LOOK RIGHT（正しい側を見てください）

道を行く時、韓国では左側通行が原則だと思っている。車が右に通うので、左を通ってこそ、左側からまっすぐに来る車を識別して、危険を避けられるためだ。ところで、英国、タイ、日本、オーストラリア、ニュージーランドは、車が左を通っている。初めてその国に旅行に行った時、乗用車の前の席に座るようになったが、これが慣れずに、何度も変に感じた経験がある。私たちの方式からしたら、運転席が左側になければならないのに、右側にあるので、運転している走行車線がこんがらかって、特に交差点をすぎたり、方向転換をする時、わけのわからない思いになった。
自動車の左側通行がある国は、おもに王権がある国であるが、それよりは自動車が出てくる前の重要な交通手段は、馬であり、戦争をしなければならない状況で、右手に武器を持って相手方を攻撃するために、右側に走って行くのが通例化されたということだ。もちろん、馬車を走らせる時、右手でムチを振り回して邪魔がないようにしようとするなら、左側通行が必要だったと見なされている。そういう馬車通行方法が英国で盛んになり、はじめに英国から車を輸入した日本、そして、日本から車を輸入したタイなどが、みな英連邦国家であるオーストラリアとニュージーランドとともに左側車両通行をするのだ。しかし、ヨーロッパ征服戦争の中で、ナポレオンがあまり混乱しないようにしようと、右側通行を権立して、ドイツとフランスがそのまま受け入れて、自動車もそちらで発展してそのままの通行方法に従うようになったのだということだ。
自動車に乗って行く人が、左側通行で行く時、道を行く人は右側を確認する義務が与えられる。その国にいつも暮らしている人は、習熟しているだろうが、その国を旅行する旅行客には、これは重要な問題になる。韓国の人は習慣的に左側を確認して道を渡るのだが、その国々では右側を確認しなければならないのだ。それで彼らの踏切には「 LOOK RIGHT(右側を見ましょう)」と親切にも道端に印刷してあった。なにげなく見過ごすことでなく、注意深く右側を見てこそ、安全な時間を楽しめる。

私たちも生活に慣れてみれば、安全だと思えるだろうが、結局、重要な問題が、信号にひっかかるようにもなって、踏切で遮断機があがる時まで待たなければならない時もあって、通行方法も、新しく注意しなければならない時もある。
行っている道が、正しい道なのか、本当に「その道(THE WAY)」なのか確認して見る必要がある。熱心に行くだけなら、とんでもないところに行っていたり、良く行っているけれど右側にさっと寄らなければ、不意に事故にあうこともあるためだ。人生の真の道しるべは、ただイエス・キリストその方以外にはない。すべての先覚者は道を教える案内板にしかならないが、イエスだけが道であり、それで、その方を、その道、すなわち唯一な道だと言うのだ。
文_チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト)
